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目的・ねらい
各部門の業績管理を支援する。
・各部門の業績データを管理目的別に加工して、タイムリに管理情報を提供する。
・各機能、各階層のマネジャが自ら設定した管理指標に基づく異常ステータス情報を出力し、マネジャの“See”の労力を軽減する。
＜効果＞
・業績管理業務の工数削減
・業績管理精度およびタイミングの改善
・各部門、各階層別の管理力の向上
基本アウトプット(名称)
業績、計画、実績
全社損益
部門別損益
異常抽出レポート
(内容／利用目的)
事業部門別売上計画と実績の対比表
損益計算書
部門別損益把握など
チェック基準に該当した事象が発生したときに、基準を設定したマネジャ向けに異常内容をレポートする。


機能とその特徴
１．全社業績管理方針設定
２．業績把握
・管理データベースの活用
・部門別損益計算書、貸借対照表等管理目的別出力
３．異常情報管理
・各マネジャの設定したパラメータによる異常情報の出力
基本インプット(名称)
業務実績データ（Ａ）
異常管理パラメータ
(内容／入手方法)
販売実績管理、物流管理、一般会計など各オペレーショナル・システムから全社および各マネジャが設定する管理基準


基本ファイル(名称)
業績管理データベース
業務管理基準
(内容)
部門（コスト・センタ）別業績値
業務チェック基準パラメータ・ファイル

その他
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